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最近力示ダの Chalk一女iyer･の グループは TOF法で求めた結果にや 批ゝ
判的態度をとってV)る｡ Cowleyは･S(且,甲).よしてa'lニついてG-auss 塾 (し
たがって inelastic peak はないO )をと りこれを TO'Fに換算すると
Egelstaff 等のデ-タとよく一致するみかけのPeakがあらわれ ることを示




古 典 液 体 と固 体 ,He-R,He豆
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昆C-C きICOllectivemod･e間の interaction
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融点近 くでの固体 (Al)に よる中性子散乱は,皿1ulti-phonon Peakが大
2)




He一皿でWave-vector q,-2- 9呈~1で, よく知られ one-phOnOn
peak以外に,a･R(a)-Rq,2/2m(recoil energy')のところに大きい
3)
peakが観測 されてい る. このPeakのenergy Wid-th はG=ニたいして振動
している｡ これは古典液体でa･-0のところに見出されてvlるquasi-ela-
sticpeak(energy wid_thの撮動は,deGenneS.narrOWingといわれて
いるも,の4))に対応す ると患われ る｡ この対応がつ くなら (古典液体ではone
-phOnOn PeakがQ.が大きくなるとLand-au-d･ampingのため消える点を除






丑のZerO SOlユnd-と本質的に同じ原因による. しかし古典液体の 1弓t SOu-
nd二が, ParticleのCOlユision-に起因するのにたいして,fle一五の 1st
soupd･は, phムnon-phOnOn C?llision によって 2nd sound_が発生す
る影響をうげて,zeroSOlユnd･と異る音速をもつのであろう｡これは固体にお
けるzerOSOund･, 1st sound-の区別と同じである? (固体では,phOnOn
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簡単を液体の密度応答関数とその動的振舞い




冷中性子による液体での散乱の実験 により古典液体に 準規準溝,一一ド,(.q_u一 ･
aLSi-normalmOdle) が存在することが示され,その励起エネルギーが示す
分散関係が得 られた｡ この励起の痔長は,この励起が大 きい波数 kと振動数Q)





る密度応答関数G(汰,Z) (k は級数, Zは時間に関するLaplace 変換の変
敬 )を調べれば,液体の動的腰 舞いを知ること.ができるが,特に素励起は .
a(k,Z)_の Zに関する根で記述されることから.,この密度応答関数を調べる
必要がある｡ ここでは,森2)の導いた｢般化されたランジュバ ン方程.式を府い
て'密度応答関数を求める｡系を記述する動的変数Aとして,局所密度,手ネ
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